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【目的】ニトロンとアリルアルコールの環化付加反応を用いて、neodysiherbaine
A (1)を合成する。
【実験・結果】Neodysiherbaine A (1) は non-NMDA型グルタミン酸受容体選択

的アゴニストであり、グルタミン酸受容体の生体機能の解明に有用であると注目
されている。そこで本化合物をニトロンの環化付加反応を利用して合成すること
とした。これまでに当研究室では、マグネシウムブロミド存在下、ニトロンとア
リルアルコールの環化付加反応により、4位に酸素官能基を有するグルタミン酸誘
導体の立体選択的な合成に成功している。1) この反応を用いることで、1 の 2、4
位の立体化学を一挙に構築できるものと考えた。

D-Mannose を出発原料とし、アリルアルコール 2 を合成した。次にマグネシウ
ムブロミド存在下、2、3 の環化付加反応により、単一の付加体 4 を得ることが
できた。環化付加体 4 を付加加水素分解した後、テトラヒドロフラン環の構築等
を経て 5へと誘導し、1を形式的に合成することが出来た。
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